
　　　　　　  観光産業振興議員連盟幹事長、秋田県農業を応援する議員連盟幹事、商工会活動を支援する秋
田県議員連盟幹事、ボーイスカウト秋田県議会議員懇談会幹事、DX•GX推進議員連盟監事、スポーツ振興議員連
盟会計、建設振興議員連盟、畜産振興議員連盟、森林林業林産業活性化推進議員の会、秋田県議会基幹鉄道整
備強化議員連盟、秋田県技能議員連盟、情報化推進議員連盟、国際交流議員連盟、野生鳥獣との共存と狩猟者
育成を推進する議員の会、資源エネルギー開発議員連盟、文化振興議員連盟

［ 主な役職 ］ 　　　　　　 日本将棋連盟秋田県南支部
相談役、横手市消防団員、横手おやこ劇場会
員、横手北中PTA元副会長、横手北スラッ
ガーズ野球スポーツ少年団親の会元会長（現
相談役）

［ 地域活動 ］

　横手市民の皆さまから厚いご支援を賜り、34歳で
の初当選以来、県議会議員として4期目の後半を迎え
ることができました。これまでの歩みを支えてくだ
さった皆さまに、心より感謝申し上げます。
　現在、物価高騰が続き、税負担が増すなかで、私た
ちの暮らしはかつてない厳しさに直面しています。こ
の状況を打破するためには、国政・県政ともに「都市
から地方へ」と大きく舵を切り、税の分配を抜本的に
変えなければなりません。
　私の政治活動の根幹にあるのは、「地方に財源と権
限を正しく振り分け、日本全体の幸福度を底上げす
る」という強い信念です。ふるさと村や道の駅十文字
での現場経験から、私は「地方に光が当たる政治」こ
そが、疲弊する秋田を再生させる唯一の道だと確信し
ています。

　また、政治には「緊張感」が必要です。与党の暴走
を止め、権力の集中を防ぐ「野党の力」は、健全な民
主主義に不可欠です。私は横手選挙区唯一の野党系
議員として、産業・農業・教育・福祉の現場の声を真っ
直ぐ県政へ届け、多くの政策を実現してまいりました。
　私が描く未来は、都会にはない「人との繋がり」や
「心の豊かさ」を誇れる秋田独自の社会です。
　「政治をあきらめない。」
　現場を知る議員として、皆さまの生活向上と子ども
たちの未来のため、この故郷・横手のために全力を尽
くすことを改めてお約束いたします。
　この県政報告を通じ、私の活動と県議会の議論に
少しでも関心を持っていただければ幸いです。引き続
きのご指導ご鞭撻を、心よりお願い申し上げます。

小原正晃

小原まさてる事務所
〒013-0821 秋田県横手市上境字番匠田111 TEL&FAX .0182-35 -6 600　携帯.090 - 3510 -7522

www.obaramasateru.jp

［ 小原正晃（おばらまさてる）プロフィール ］
昭和52年、横手市生まれ。横手西中学校（現横手北中学校）、大曲高校、東京造形
大学美術学科卒業。秋田ふるさと村、道の駅十文字の社員を経て、34歳で秋田県
議会議員に初当選し、現在4期目。息子と愛猫の子育て真っ最中。3世代8人家族で
暮らし、介護の現場も経験。子どもたちの健やかな育ち、親世代の穏やかな老後を
支え、次の世代に誇れる「ふるさと横手」をつないでいきます。趣味は美術鑑賞、将
棋、読書、漫画、スポーツ観戦、小中高の部活動応援、お弁当づくり。

秋田ノーザンハピネッツのBプレミア参入
に向け、Bリーグと意見交換と要望活動。
その後、Bプレミア参入が決定しました。

地域のお祭りや団体、仲間内の集まりなど
からお声がけをいただき、地域の盛り上げ
ボランティアを継続中。

昨今のハラスメントに関わる議員提案の
条例を作るため、他会派議委員とも勉強
会を継続中です。

PTA活動の一環として、地域の子どもたち
の安全を守るため、交通安全活動を行って
います。

●「中小企業振興条例」を制定し、地元企業への優先発注を徹底強化
●秋田県内6社の本社機能誘致に成功！若者の雇用と職場を創出
●いぶりがっこ等、伝統的な漬物製造の継続支援制度を確立！
●横手やきそば等の屋台営業を緩和！地域イベントの活気を後押し
●飲食・宿泊補助やコロナ禍で所得が減った世帯を直接支援！

●第2子以降の保育料無償化と全県立高校へのエアコン完備を完了！
●子育て世帯の学習支援を強化し、子どもの貧困対策を前進！
●県立高校トイレの洋式化を進め、快適な学習環境を整えました

●農家への支援強化と雪害・水害対策の支援強化を完了しました
●住民の不安に寄り添い、イージス・アショアの配備阻止に尽力
●70箇所以上の信号・道路・水路・河川改修等の地域整備を完了！
●横手固有の絶滅危惧種「ゼニタナゴ」の保護条例を制定しました

●県内へのドクターカー導入と不妊治療への支援拡大を実現しました
●学校給食への県産品導入を拡大し、地産地消と農家所得を応援中
●県営住宅の入居条件を大幅緩和！単身者や困窮者の
　住まいを確保

●秋田・横手への予算増を国に要求！消費税減税とインボイス廃止
●秋田で働く人の手取りを増やす！クマ被害支援制度と賃上げ支援
●最低賃金の向上と、住宅リフォーム支援の拡大で経済を回す
●水道光熱費・燃料費の高騰対策を断行し、生活者の家計を守る
●冬の電気代を削減！秋田の「雪」を活用した新エネルギーを導入

●教育無償化で都市格差を解消し、「隠れ教育費」負担を徹底軽減
●奨学金返済を県が全額サポート！若者が戻り住み続ける街へ
●県立衛生看護学院の大学化を推進し、若者の流出防止と流入増へ

●米価下落対策と農家支援を強化！異常気象に勝つ農業を確立する
●秋田ふるさと村の高速道路SA化で、観光と地域経済を活性化

●24時間365日の医療体制！拠点病院の維持と救急機能を強化
●「通院の足」！鉄道•バス•タクシーの維持とデマンド型交通の構築
●流域治水の推進で浸水被害をゼロに！豪雨に負けない街づくり
●介護現場をITで支援！買い物難民をゼロにする地域拠点作り
●デジタル活用で行政手続きを効率化！待ち時間ゼロの便利な県政

&
A.故郷の衰退を前に、「誰かが変えてくれる」のを待つわけにはいかなかったから
です。 私は生まれ育ったこの秋田・横手を心から愛しています。しかし、加速する人
口減少を前に「このままでは次世代に希望
を引き継げない」と強い危機感を抱き、約
15年前、立ち上げから携わった「道の駅 十
文字」を辞職しました。地盤も看板もない世
界へ飛び込んだのは、現場で汗を流す中で
「地域の未来を守るには、政治の仕組みその
ものを変えなければならない」と痛感した
からです。現場を知る人間だからこそできる
「地に足の着いた政策」で秋田を再構築する
ことが、私の使命です。 現場こそが原点。実務経験が私の『現場

主義』の根幹です

A.皆さまの声を政策に変える「立案能力」と、行政を正す「監視機能」を果たす仕
事です。 役割は大きく2つあります。1つは、現場の声を県の予算や条例に反映させ
る「政策立案」。もう1つは、税金の使われ方や
行政の暴走を厳しくチェックする「行政監視」
です。権力の暴走を止めるため、野党的視点
を持つことは不可欠です。私は単なる要望の
つなぎ役ではなく、横手・秋田の「代弁者」と
して、皆さまの暮らしを支えるため、日々現場
のお困りごとに全力で向き合っています。

仲間が増え5人会派になりました

A.「中央の論理」に流されず、地方にとっての「正論」を貫き通すためです。 現在の
政治は「中央（東京）の都合」が優先されがちで、地方創生という言葉はあっても、地
方の実情が置き去りにされているのが現状です。だからこそ、長いものに巻かれる
ことなく、おかしいことには「おかしい」とはっきり指摘できる野党の存在が不可
欠だと考えています。「地方への予算配分の抜本的見直し」や「税金の無駄遣いの
徹底チェック」など、生活に直結する政策を動
かすには、政治に「緊張感」を持たせなければ
なりません。私はこれからも、馴れ合いではな
い「是々非々」の立場で、徹底して地方を大切
にする政治を求めてまいります。横手に暮らす
皆さまの声を、県政・国政へ真っ直ぐに突きつ
けるために、戦い続ける決意です。 連合秋田の方々と街宣活動

A.深刻な人口減少と交付税減額という「静かなる有事」に立ち向かわねばなりま
せん。 昨年度、本県は約1万7千人の人口減を記録しました。交付税も減り続け、こ
のままでは道路の維持すら困難
になります。だからこそ私は、国
に対して税の分配見直しや権限
移譲を強く求めると同時に、県に
おいても施設の適正化（地域バラ
ンスの考慮）を進めます。新しい
未来を切り拓き、皆様の幸福度を
最大化する政治の実現に全力で
取り組みます。 会派の仲間と議論を重ねています

秋田県議会 小原正晃 検索YouTube

YouTubeで秋田県議会の模様を配信中！



　　　第8次計画では地方の高校ばかり削減され、秋田市への一極集中（流入超

過221人）が止まらない。地方の学校を減らす前に、まずは秋田市の公立高校を減

らし、県内均衡ある再編計画にすべきだ。

　　　　現在、秋田市内の定員は卒業生の7割程度と絞っているため、直ちになく

すことは影響が大きい。しかし、今後の生徒減少を見据え、第8次計画の後には、

秋田市内の高校統合も含めた議論を進めていく。

　　　記録的な酷暑の中、エアコンのない特別教室や体育館での活動は限界に

達している。子どもたちの命に関わる問題として捉え、国の補助金獲得や予算措置

を強化し、優先順位を上げて早急に整備すべきだ。

　　　体育館は災害時の避難所としても使用されるため、優先的に検討する必要

がある。現状、県立学校への国の財政支援は不十分だが、他県とも連携し、制度拡

充と財源確保に向けて国へ強く要望していく。

　　　人口減少下で有力選手や指導者を集約するため、「強化拠点校制度」の復

活を検討すべきだ。過去の課題を解消した上で再構築し、子どもたちが地元で全

国を目指せる魅力ある学校を作る必要がある。また、入試制度については公平性

を担保し、検証結果を早期に県民へ示すべきだ。

　　　拠点校制度については、「チーム秋田」の現状や過去の課題を踏まえ、復活

の是非を含めて協議を進める。入試制度については現在検証委員会で調査を行っ

ており、今年度中に報告書をまとめる方向でスピード感を持って取り組む。

　　　県費で育成した有望な中学生アスリートが高校入学時、年々県外流出が増

加（R3年度37人→R5年度63人）しており、大きな損失。野球などメジャー競技だ

けでなくマイナー競技も含め、子どもたちが県内でも全国レベルを目指せるよう、

教育庁と連携して受け皿となる学校づくりや入試制度を整備し、人材の定着を図

るべき。

　　　選手の県外流出は課題と認識している。現在は「チームAKITA」事業で指

導者を育成し地元定着を促すとともに、教育委員会と合同で練習現場の課題把握

に努めている。子どもたちの夢を応援しつつも、秋田で競技を続けたいと思える環

境を作るため、今後も部局間でしっかり連携し流出防止に取り組む。
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教育長

～教育・次世代育成～
子どもたちが夢を描ける秋田へ 

小原

皆さまの声を力に変えて、一つひとつ形にしてまいりました。特にお祭りに参
加するための休暇制度拡充や通学路の安全確保などは、皆さまの切実な声が
県を動かした大きな成果です。これからも「横手の代弁者」として、皆さまの暮
らしと幸福を守るために全力で走り抜いてまいります！

　　　近年の猛暑による収穫減は農家の死活問題。農家の自助努力に任せるので

はなく県が率先し、短期的な「施設整備助成」や、中長期的な「耐性新品種の開発」

「AI予測」など、実効性のある対策を講じるべきだ。

　　　「攻めの高温対策」で、品質と収量を守り抜く。 当面はハウス用換気扇の後

付け支援や、AIを活用したかん水システムの導入などの有効な技術を積極的に普

及させる。 中長期的には、高温耐性に優れた水稲の品種育成、アーモンドや柑橘類

など新たな高収益品目の研究を加速させる。AIによる精緻な気象予測に基づいた

栽培技術を確立し、過酷な環境下でも安定して稼げる生産体制を構築していく。

　　　手取りが減る上に年金給付等のメリットもない「130万円の壁」は、パート

やフリーランスにとって死活問題だ。県内で就業調整をしている実態を把握し、立

憲民主党が提案する「就労支援給付制度」の導入など、制度の抜本的な見直しを

国へ求めるべきだ。

　　　本県でも約2万1,000人が壁を意識して働く時間を抑えていると推測され

る。壁の解消は労使双方にメリットがあるため、給付制度案などの議論や財源確

保の行方を注視し、社会保障制度の抜本改革について国へ強く働きかけていく。

　　　農業県秋田の給食地場産率が全国最低水準にある現状は深刻。 供給不足を

解消するため、生産現場と給食現場を繋ぐ「地産地消コーディネーター」の配置や、

大規模調理に対応した「カット・冷凍加工」への支援を抜本的に強化すべき。

　　　供給体制の整備と加工設備への投資支援を強力に進める。 給食センター

の広域化に対応するため、農家と学校関係者が連携する「供給協議会」を設置し、

効率的な流通網を構築する。あわせて、スマート農業による産地化や一次加工設

備への投資を支援することで、地場産品の安定供給と地元への愛着を深める取り

組みを確実に推進していく。

　　　空きテナントの多さは再訪意欲を削ぐ要因だ。若者のチャレンジ事業での

活用など、県もバックアップして解消すべきだ。また、人件費を削って出した黒字で

は意味がない。賃金体系やテナント料の見直しを含め、県南観光の玄関口として機

能するよう抜本的な対策を講じるべきだ。

　　　料理館はインバウンド等の団体食事会場として稼働率が上がっている。そ

の他の空き区画についても、若手社員や横手市との作業部会で活用策を検討中

だ。人件費についても待遇改善に努めている。引き続き県として運営を支援し、活

性化に努める。

～地域経済・産業～
持続可能な雇用と暮らしを守る
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　　　県財政が極めて厳しい状況下で新スタジアム建設を推進するのであれば、単

なる支出増ではなく「選択と集中」を徹底するべきだ。県有施設の統廃合や売却な

どを断行し、財源の見通しを明確に示す必要がある。何かを我慢してでも地域の未

来や若者の希望を作っていくのだという、強いメッセージを県民に打ち出すべき。

　　　新スタジアム建設は、若い人が夢を育み、県民の希望を叶えられるかどうか

の「勝負」であると考えている。ふるさと納税など新たな財源の捻出に努めてい

く。同時に、何をおいてもクラブや経済団体が先頭を切って努力することが不可欠

であり、官民がそれぞれの責任を果たす形で推進していく。

　　　財政削減ありきの再編は、秋田市への一極集中を招きかねない。一律に集

約するのではなく、地域の実情に応じた対応と明確なビジョンを示すべきだ。

　　　人口減少下で行政サービスを維持するため、業務の効率化は必要不可欠

だ。しかし、「地域の発展なくして県勢の発展なし」との認識のもと、一方的にでは

なく、県民や市町村との対話を重ね、地域の特性を活かした見直しを進めていく。

　　　中途退学率を目標値にしているが、新たな道を見つけ前向きに転学する子

もおり、多様性の観点が重要。「中退＝悪」という捉え方は、言葉尻で子供を傷つけ

かねない。数値目標で縛るのではなく、一人ひとりの自己実現を尊重するべきだ。

　　　　自己実現のための転学など、指摘の観点も重要だと考えている。目標設

定の意図は「学びの継続」にあるが、表現には十分に注意していく。生徒一人ひと

りの事情に寄り添い、社会へ出ていくための支援を継続していく。

　　　ジブリ展など近代美術館の成功例が示す通り、良い企画には人が集まる。

歴史・文化・芸術に親しむ4館の連携を強化し、利用者を増やすべきだ。財政は厳し

いが、多様性の時代における県民の幸福感（ウェルビーイング）向上のため、文化・

芸術予算をしっかりと確保し、魅力ある企画を実施するべき。

　　　　文化・芸術は豊かな暮らしに不可欠。文化庁の補助事業を活用した4館連

携の成果を検証しつつ、今後も県民の期待に応えられるよう尽力していく。

　　　男女共同参画やNPO活動の支援は、本県全体で取り組むべき重要な事業

だ。施設の統廃合を理由に、秋田市への一極集中や事業縮小を進めるべきではな

い。ハード（施設）の効率化が必要だとしても、県南や県北を含めた「ソフト（支援

内容）」の機能維持を最優先するべきだ。外部評価の数値だけでなく、現場や利用

者の声を直接聞き、政策的な重要性に基づいた議論を尽くすべきだ。

　　　どちらも極めて重要な事業であると認識している。今後のあり方について

は現在検討中だが、これからも必要な事業として継続して取り組んでいく。具体的

な手法については、関係部局が密に連携し、県民にとってより良い方向となるよう

慎重に検討を重ねていく。

～行政改革～
県政のあり方と未来への投資
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　　　本県は重要無形民俗文化財が全国最多だが、人手不足で存続の危機だ。横

手の送り盆まつりも屋形船が激減し、他地域から人を借りている状況にある。 現

状のボランティア休暇は「主催側」に限られ、演者や裏方が対象外だ。県職員が率

先して祭りに参加できるよう制度を拡充し、民間へも波及させるべきだ。

　　　ボランティア休暇の対象を拡大し、新たに観光振興の支援活動も加える。 

地域に根差した伝統文化を将来へ継承するためには、職員の協力も必要だ。制度

を広く周知し、職員の積極的な参加を促す。

　　　横手北中と北小・学童・保育園などが隣接し、830人超の子どもが集まる横

手市八幡地区は、商業施設や住宅も増え事故リスクが高まっている。10年以上要

望してきたＴ字路への信号機設置に加え、エリア一帯の最高速度を30キロに制限

する「ゾーン30」を早急に導入すべきだ。

　　　　　　信号機については、工事終了後に交通量等の調査を行い判断する。

「ゾーン30」については、新興住宅街で人や車の往来が増加している実情から、事

故抑止に効果的と認められるため、整備に向けて積極的に検討していく。

　　　4年前の予算承認時から、私は「建設するなら悪臭対策に責任を持て」と何度

も警告してきた。施設が稼働した今、「窓を開けられないほど臭い」という悲痛な叫び

が届いている。これは住民の生活を脅かす極めて不幸な事態だ。運営は民間委託だ

が、許可を出したのは県だ。一刻も早く根本的な対策を講じるべきだ。

　　　ご意見は重く受け止めている。既に運営会社と近隣住民宅を訪問し、測定

回数の増や消臭剤の散布、換気設備の増強など追加対策を実施した。今後も住

民・市・県・運営会社による協議会で情報を共有し、管理監督を徹底する。

　　　お盆過ぎの対応で一時は収まったという声もあるが、風向きによっては依

然として臭い。「県が作り出した施設」で住民が苦しんでいる。中途半端な対策で

はなく、県が責任を持って住民が安心できる環境を取り戻すべきだ。

　　　監督する立場として、皆様の声をしっかり聞く。もし被害が「自分の家だっ

たらどう思うか」という我が事の気持ちを持って、誠意のある対応を貫いていく。

　　　県立学校のクマ対策（樹木の伐採等）において、県の一般財源を抑えるた

めにも、国の補正予算（国費）の活用を強く要望してきた。なぜ今回の議案に含ま

れていないのか。冬眠しないクマも確認されており、対策の緊急性は極めて高い。

子どもたちの安全確保を最優先事項と捉え、国費活用に向けた予算要望体制を常

に整え、即座に対応できる準備をしておくべきだ。

　　　　優先順位が高いことは重々承知している。国の予算配分を見極めた上

で、2月補正予算等での対応に向け、国費活用も含めた検討を進めていく。緊急対

応が必要な箇所については、関係部局や市町村と密に連携し、学校周辺の安全を

二重にチェックするなど総合的な対策を講じていく。
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～安全・安心のまちづくり～
住民の命と生活環境を最優先に

答弁後、信号設置とゾーン30の整備が進みました！

これにより県職員のお祭りへの有給休暇（県指定以上）が認められる
ことになりました！民間にも広げていけるよう取り組んでいきます。

　横手のホップ乾燥所を視察 　議会での県有施設の視察 　秋田ふるさと村は県南観光の玄
関口

　横手の送り盆まつりなど地域
のお祭りに参加

　信号機を設置した横手北小中
学校前交差点

　（下水道）横手処理センターは観
光資源の一面も


